
中期計画

重点領域

中期計画の５年間
に重点的に取り組
む３領域

①豊かな１次産品

を活用した食産業
の育成

②道内企業のイノ
ベーションの推進

③北海道の環境
の維持・向上への
取組

研究展開方向
重点化方針に基づき特に重点
的に取り組む研究の方向性

研究開発の重点化方針
中期計画（重点領域）を踏まえ、
重点的に取り組む研究分野

２６年度計画

重点領域・重点化方針との関係

課題の
設定

職員奨励研究

公募型研究 一般共同研究

道受託研究 循環資源研究

受託研究

戦略研究 重点研究 経常研究
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各研究区分と研究推進項目との関係

実施時期 H26 １期 H26 １期 H26 １期 H26 １期 H26 １期 H26 １期 H26 １期 H26 １期 H26 １期 H26 １期

26
年
度
に
取
り
組
ん
だ
課
題
数

農業 2 10 8 46 83 462 7 42 12 106 2 8 93 586 26 120 50 370 283 1750

水産 2 6 3 26 56 238 6 29 4 45 1 5 19 86 8 35 18 160 117 630

森林 2 10 5 33 33 142 3 9 2 12 1 3 39 179 15 99 14 67 114 554

産業
技術

3 15 8 60 37 189 12 39 5 13 3 17 22 152 11 64 3 11 104 560

環境・
地質

1 1 4 29 42 184 2 9 21 103 3 9 15 83 11 53 5 33 104 504

建築 2 6 2 15 12 56 2 5 7 41 1 2 12 73 8 67 6 24 52 289

計 12 48 30 209 263 1271 32 133 51 320 11 44 200 1159 79 438 96 665 774 4287

戦略研究重点研究経常研究
職員奨励
研究

道受託
研究

循環資源
研究

公募型
研究

一般共同
研究

受託研究

道の重要
な施策等
に関わる
分野横断
型の研究

実用化、事
業化につ
ながる研究
や、緊急性
の高い研
究

技術力の
維持・向上
等に必要
な基盤的
研究や先
導的研究
など

職員の研
究奨励を
目的とした
研究

道が主体と
なり実施す
る事業に
基づく研
究・調査な
ど

産業廃棄
物のリサイ
クル事業
の促進に
関する研
究

国等が実
施する公
募型研究
開発事業
に採択され
実施する
研究

外部等と
実施する
研究のうち、
経費を共
同研究申
請者が負
担するもの

道以外の
行政、企業、
等からの
依頼により
実施する
研究
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平成26年度における研究評価の結果（１）

平成27年度開始課題 平成26年度継続課題 平成25年度終了課題

事前評価 中間評価 事後評価

A B C A B C A B C

2 7 1 0 6 0 0 11 1

１ 研究評価委員会

○重点研究課題等評価結果

平成27年度開始課題 平成26年度継続課題 平成25年度終了課題

事前評価 中間評価 事後評価

A B C A B C A B C

戦略研究 0 2 0 0 1 0

循環資源研究 0 1 0

○戦略・循環資源研究課題に係る事前評価の結果
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平成26年度における研究評価の結果（２）

２ 研究課題検討会

経常研究 道受託研究 一般共同研究 受託研究 合計

平成27年度
開始課題

平成25年度終了課題

事前評価 事後評価 事後評価 事後評価 事後評価 事後評価

A B C A B C A B C A B C A B C A B C

15 53 7 15 85 2 3 10 0 8 38 0 9 45 1 35 178 3

【評価基準】

○事前評価 ○中間評価 ○事後評価

A
重要な研究であり、優先的に
取り組む必要がある

A
計画どおり（以上に）進捗して
おり、優れた研究成果が見込
まれる

A
研究が適切に行われ、優れた
研究成果が得られている

B
有用な研究であり、早期に取
り組むことが望ましい

B
概ね計画どおり進捗しており、
一定の研究成果が見込まれ
る

B
研究が概ね適切に行われ、一
定の研究成果が得られている

C
解決すべき問題等があり、な
お検討が必要である

C
進捗状況に問題があり、抜本
的見直しまたは中止が必要で
ある

C
研究内容に問題があり、十分
な研究成果が得られていない


